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第１章 科学的介護について

• 科学的介護情報システム（LIFE1）は、全国の介護サービス利用者の状態やケアの計画・内容につ
いてのデータを蓄積する情報システムです。

• 介護施設・事業所では、利用者へのケアの提供にあたり、利用者の状態や実施するケアの計画・内
容について、定期的に評価・記録を行っています。これらの情報を、算定している各種加算で定め
られている様式に基づいて LIFE に提出いただくことで、全国の利用者の状態や、ケアの計画・内容
に係るデータが蓄積していきます。

• LIFEは、蓄積したデータに基づいて、介護施設・事業所へフィードバック情報が提供されます。フィー
ドバック情報として、事業所単位のフィードバックと利用者単位のフィードバックが提供され、全国の
同じサービスの施設・事業所における相対的な「位置」や、自施設・事業所の利用者の状態の「変化」
を確認することができます。このようなフィードバックを、各施設・事業所で記録されているその他
の情報と組み合わせて解釈をしていただくことにより、利用者ごとのケアの改善や施設・事業所全体
のケアの改善に活用いただくことにつながります。

• また、LIFEに蓄積したデータは、厚生労働省における分析の他、研究者による研究にも活用されます。
分析が進むことにより、例えば「利用者の状態ごとにどのような特徴があるのか」「利用者の状態ご
とにどのような注意が必要なのか」「状態別に効果的な介入策は何か」といった研究成果が得られ、
介護現場に還元されることや、フィードバックの充実につながることが期待されます。

1. 科学的介護情報システム（LIFE）を活用した科学的介護の実現イメージ

1　科学的介護情報システム（Long-term care Information system For Evidence）

本章のポイント
• 科学的介護情報システム（LIFE）は、介護施設・事業所において記録されているサービ
スの利用者の状態やケアの計画・内容についてのデータを収集し、蓄積したデータに基
づいてフィードバックを行う情報システムです。

• 介護施設・事業所においてデータを活用した PDCA サイクルが進むことで日々のケアが
継続的に改善していくこと、また、蓄積データに基づく研究が進み知見が創出されること
を通して、科学的根拠に基づく介護の実践（＝科学的介護）につながることが期待され
ます。

• 本章では、LIFEを活用した科学的介護の実現イメージや、これまでの経緯と今後の展望、
LIFEを活用した介護施設・事業所におけるPDCAサイクルの推進について説明します。
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科学的介護情報システム（LIFE）を活用した科学的介護の実現イメージ

• このような循環の創出を通して、介護施設・事業所において数値による客観的な利用者の状態の
評価や、データを活用したケアの評価・改善が実施されること、また、蓄積データに基づく研究
が進み知見が創出されることを通して、科学的根拠に基づく質の高いケアにつながることが期待
されます。

• また、これに加えて、利用者の個別のニーズや希望をふまえて、日々のケアの見直しが実施され
ることで、個別ケアの改善につながることが期待されます。

• LIFE は、活用すること自体が目的ではなく、ケアの質の向上に向けた手段の一つです。　　　
LIFE を活用しながら、数値による客観的な利用者の状態の評価や、多職種連携による利用者のケ
アの評価・改善を進めると同時に、利用者の個別ニーズや希望をふまえた個別ケアを提供できる
ように、それぞれの介護施設・事業所が提供しているケアを継続的に振り返り、改善していくこ
とが重要です。
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（1）LIFE の運用開始までの経緯

• 厚生労働省では、2017 年度に通所・訪問リハビリテーション事業所を対象として VISIT2 の運用
を開始するとともに、2018年度には介護報酬での評価を開始し、リハビリテーションに係るデー
タの収集・分析を開始しました。その後、2020年度にはCHASE3 の運用を開始し、リハビリテー
ションに限らず、全ての介護サービスを対象として、高齢者の状態やケアの内容等の情報収集を
開始しました。2021 年度からは VISIT・CHASE の一体的な運用を開始し、名称が「科学的介護
情報システム（LIFE）」となりました。

2. LIFEの運用開始までの経緯と今後の展望

2　通所・訪問リハビリテーションデータ収集システム（monitoring & eValuation for rehabIlitation ServIces for long-Term care）
3　高齢者の状態やケアの内容等データ収集システム (Care, HeAlth Status & Events)

LIFEの運用開始までの経緯
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• 令和 3 年度介護報酬改定では、LIFE の活用を通したケアの質の向上を図る取組を推進するため、
LIFE の活用等を要件に含む新たな評価が創設されています。

LIFEの活用等が要件として含まれる加算 （施設サービス）

LIFEの活用等が要件として含まれる加算（通所・居住サービス）
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(2) LIFE の今後の展望

• LIFE の運用開始に伴い、利用者の状態やケアの計画・内容が、全国の事業所で共通のデータ項目
で評価され、蓄積できるようになりました。現在は、データが蓄積し、フィードバックの開始・
本格化を順次実施している段階になります。

• 介護施設・事業所向けのフィードバックとして、令和 4 年 5 月には科学的介護推進体制加算の事
業所フィードバックの提供を開始しました。各加算について、事業所単位・利用者単位のフィー
ドバックを順次提供予定であり、提供予定のフィードバック票のイメージは、厚生労働省の「科
学的介護情報システム（LIFE）について」のホームページで順次公開しています。

• 今後は、データの分析が進み、研究成果（エビデンス）が創出されていくこと、またその結果を
ふまえて介護施設・事業所向けのフィードバックの内容が順次拡充されていく見込みです。

LIFEの今後の展望
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• 介護施設・事業所において、利用者ごとの日々のケアや施設・事業所全体のケアの質を向上して
いくためには、継続的に取組の見直しと改善を続けることが重要です。

• ケアの質の向上に向けて、業務改善において用いられる一般的な手法のひとつである Plan（計画）
→Do（実行）→Check（評価）→Action（改善）のサイクル（＝PDCA サイクル）を活用するこ
とが考えられます。

• 以下の表に、PDCAサイクルを活用したプロセスの例を示します。

3. LIFEを活用した介護施設・事業所におけるPDCAサイクルの推進

PDCAサイクルを活用したプロセス（例）
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• 利用者の状態やケアの計画・内容について記録を行い、LIFE へデータを提出する情報は、加算毎
に定められており、概要は下表の通りです。

記録・LIFEへのデータ提出を行う情報
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出典）厚生労働省（令和３年３月16日老老発 0316第４号）
「科学的介護情報システム（ＬＩＦＥ）関連加算に関する基本的考え方並びに事務処理手順及び様式例の提示について」
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• LIFE の活用等を要件とする加算は、LIFE を利用すること自体を評価するものではなく、介護施設・
事業所においてケアの質の向上に向けた PDCAサイクルを構築・推進することを評価しています。
そのため、以下を意識することが重要です。

① ケアの質の向上を目指すにあたりデータは「材料」となること

✓ ケアの質の向上を目指す活動の標準的なステップは、上記のような Plan（計画）→Do（実行）
 →Check（評価）→Action（改善）のサイクル（＝PDCA サイクル）を繰り返し回していくこ
 とです。

✓ PDCA サイクルを回すにあたって、データを活用することは、現状を解釈することや、目標
 を数値で設定することで関係者全員が同じ認識を持てるようになるなど、「材料」として役立
 つものです。

② データを記録することが「目的」とならないようにすること

✓ データの記録は、ケアの質の向上を目指すための「材料」であり、「目的」ではありません。

✓ データを記録し、活用するためには、特に初めて取り組む場合、新たな業務が発生し、負担を
 感じることもあります。データを記録することが「目的」となってしまわないように、業務を
 改善していくことも、介護施設・事業所のマネジメントの一環として必要です。

③ フィードバックを気づきの「きっかけ」として活用すること

✓ LIFE は、従来から介護施設・事業所において記録されてきた計画書等の内容を中心として、
 主に利用者の状態やケアの実績に関する情報を収集しています。収集したデータをもとに、施
 設・事業所単位 / 利用者等単位のフィードバックを提供することが予定されており、自施設・
 事業所の利用者のみならず、全国の利用者と比較した相対的な状況等を確認することができる
 ようになります。

✓ 自施設・事業所で実施してきた取組の成果を確認するためには、LIFE のフィードバックに含
 まれる利用者の状態やケアの実績に関する情報だけではなく、「どのような状態を目指してい
 たか」「どのようなケアを行ったか」といった情報と合わせて解釈することが必要です。

✓ フィードバックを気づきの「きっかけ」として、「どのような状態を目指していたか」「どのよ
 うなケアを行ったか」といった情報と合わせて、職員間、また利用者や家族と話をすることで、
 より良いケアに向けた議論を行うことが期待されています。



10

（1）フィードバックの概要

• 令和４年度～５年度にかけて、各加算について事業所単位・利用者単位のフィードバックが提供
されることが予定されています。

• 事業所単位・利用者単位のフィードバックの概要は以下の表の通りです。事業所フィードバック
では、自施設・事業所の利用者の状態の「変化」や、全国の同じサービスの施設・事業所におけ
る相対的な「位置」が示されます。利用者別フィードバックでは、各利用者の直近と過去の状態と、
それらに基づく「変化」が示されます。

• 具体的なイメージは以下の通りです。事業所フィードバックでは、自施設・事業所のデータと、
全国の同じサービスのデータが並んで表示され、また、自施設・事業所の数値の変化が矢印で表
示される他、全国の同じサービス・事業所との比較が位置により示されます。利用者別フィードバッ
クでは、利用者ご本人の直近と過去の状態が並んで表示されるとともに、その変化が矢印により
表示されます。

4. フィードバックの活用

フィードバックの概要
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＜事業所フィードバックのイメージ＞

出典）厚生労働省「事業所フィードバック　栄養マネジメント強化加算・栄養アセスメント加算」
（https://www.mhlw.go.jp/content/12301000/001015744.pdf）
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（https://www.mhlw.go.jp/content/12301000/001015744.pdf）

12

＜利用者別フィードバックのイメージ＞

出典）厚生労働省「利用者別フィードバック　栄養マネジメント強化加算・栄養アセスメント加算」
（https://www.mhlw.go.jp/content/12301000/001015744.pdf）
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(2) フィードバックを活用した PDCAサイクルのイメージ

• フィードバックには、全国の同じサービスの施設・事業所における「位置」や、過去からの「変化」
が示されており、利用者の状態や実施してきた取組等と組み合わせて振り返ることにより、課題
や改善した点の把握につながることが想定されます。

• 例えば、施設・事業所の課題の抽出に活用する場合には、まず、「C（評価）」として、フィードバッ
ク票で全国における「位置」や「変化」を確認し、目標と照らし合わせて、課題となる可能性の
ある項目をピックアップします。そして、「解決すべき課題」であるかを検討のうえ、全ての利用
者に向けて取り組む課題か、あるいは特定の利用者に向けて取り組む課題かを整理し、改善に向
けた計画を立てます。作成した計画を実行した後に改めて「C（評価）」を行い、どのように変化
したかを振り返ります。

• なお、ここでは課題を抽出する場合の例をお示ししましたが、同じような考え方で、自施設・事
業所の強みを確認し、どのような取組が強みにつながったのか、強みをさらに強化するためには、
どのような点に改善の余地があるかを検討することも考えられます。

• このような PDCA サイクルを回していくことで継続的にケアの改善を続けることで、利用者毎の
ケアを改善していくこと、そして、施設・事業所全体のケアを改善していくことにつながります。

フィードバックを活用したPDCAサイクルのイメージ（課題の抽出）

14

第2章 介護施設・事業所の訪問等を通した
支援のあり方

• 令和３年度介護報酬改定において、LIFE の活用等が要件に含まれる加算が設けられ、介護施設・
事業所からのデータの収集と、LIFE のフィードバック機能等を活用した PDCA サイクルの推進に向
けた取組が始まりました。

• それぞれの介護施設・事業所が的確に LIFE の利活用を行うことで、データに基づく PDCA サイク
ルが定着し、ケアの質の向上につながっていくことが期待されています。また、より長期的な視点では、
LIFE を活用しながらケアの質の向上に取り組む介護施設・事業所が増加することで、地域全体の自
立支援・重度化防止等へつながっていくと考えられます。なお、現時点では、自治体から LIFE の情
報を閲覧することはできませんが、将来的には、今後整備を進めていく全国医療情報プラットフォー
ムにおいて自治体と共有する情報のひとつとして、LIFE の情報も検討されています4。

• 介護施設・事業所における PDCA サイクルを推進し、地域全体の自立支援・重度化防止等へつな
げていくために、自治体は、介護施設・事業所の支援の一環として、科学的介護の意義を理解し、
LIFE の的確な利活用に向けた支援を実施していくことが期待されます。

• 本資料では、現時点で想定される支援のあり方の例をお示しします。

1. LIFEの利活用に向けた自治体の役割と支援体制

4　健康・医療・介護情報利活用検討会 介護情報利活用ワーキンググループ

本章のポイント
• LIFE の活用に向けて、自治体による介護施設・事業所への支援のあり方としては、大
きく２つの支援が想定されます。

 ① 科学的介護の推進に向けた共通の認識を持っていただくための、域内の介護施設・
  事業所全体に対する支援
 ② LIFE の利活用に向けた疑問点や課題の解消のための、個別の介護施設・事業所に
  対する支援
• 本章では、介護施設・事業所への支援に向けた自治体の役割や支援体制の例、基本姿
勢について説明します。



14

第2章 介護施設・事業所の訪問等を通した
支援のあり方

• 令和３年度介護報酬改定において、LIFE の活用等が要件に含まれる加算が設けられ、介護施設・
事業所からのデータの収集と、LIFE のフィードバック機能等を活用した PDCA サイクルの推進に向
けた取組が始まりました。

• それぞれの介護施設・事業所が的確に LIFE の利活用を行うことで、データに基づく PDCA サイク
ルが定着し、ケアの質の向上につながっていくことが期待されています。また、より長期的な視点では、
LIFE を活用しながらケアの質の向上に取り組む介護施設・事業所が増加することで、地域全体の自
立支援・重度化防止等へつながっていくと考えられます。なお、現時点では、自治体から LIFE の情
報を閲覧することはできませんが、将来的には、今後整備を進めていく全国医療情報プラットフォー
ムにおいて自治体と共有する情報のひとつとして、LIFE の情報も検討されています4。

• 介護施設・事業所における PDCA サイクルを推進し、地域全体の自立支援・重度化防止等へつな
げていくために、自治体は、介護施設・事業所の支援の一環として、科学的介護の意義を理解し、
LIFE の的確な利活用に向けた支援を実施していくことが期待されます。

• 本資料では、現時点で想定される支援のあり方の例をお示しします。

1. LIFEの利活用に向けた自治体の役割と支援体制

4　健康・医療・介護情報利活用検討会 介護情報利活用ワーキンググループ

本章のポイント
• LIFE の活用に向けて、自治体による介護施設・事業所への支援のあり方としては、大
きく２つの支援が想定されます。

 ① 科学的介護の推進に向けた共通の認識を持っていただくための、域内の介護施設・
  事業所全体に対する支援
 ② LIFE の利活用に向けた疑問点や課題の解消のための、個別の介護施設・事業所に
  対する支援
• 本章では、介護施設・事業所への支援に向けた自治体の役割や支援体制の例、基本姿
勢について説明します。



15

5　今後、厚生労働省のホームページで公開予定
6　厚生労働省令和２年度老人保健健康増進等事業「CHASE 入力情報の適正化に資するガイドラインの作成」において作成され、厚生労働省令和 3年度老人保健健康増進
　 等事業「科学的介護情報システム（LIFE）への入力情報の適正化に資する調査研究事業」において改定されたものです。内容については最新でない場合もあるため、
 　LIFE の利活用に当たっての参考資料としてご利用ください。

① 域内の介護施設・事業所全体に対する支援

✓ LIFE を活用した科学的介護の推進に向けて、域内事業所に共通の認識を持っていただくため
 の支援として、第 1章に記載の内容や、厚生労働省において実施した「令和４年度科学的介
 護に向けた質の向上支援等事業研修会」の資料等5を参考としていただき、以下のような周知
 を実施することが考えられます。
 ▷ 集団指導（LIFE の制度趣旨の理解促進）
  集団指導一環として LIFE の内容を含め、LIFE の意義や利活用についての理解の促進を図る。
 ▷ 自治体主催の研修会開催（LIFE 制度趣旨の理解促進）
  自治体が主催する研修会で、LIFE に関する内容を含め、LIFE の意義や利活用についての
  施設・事業所の理解の促進を図る。
 ▷ 自治体主催の事例検討会（事業所 PDCAの促進）
  従前から事例検討会等を実施している場合、LIFE に関する内容を含めて LIFE を活用した
  PDCAサイクルの促進事例の検討・展開を行う。

② 個別の介護施設・事業所に対する支援

✓ 介護施設・事業所から、LIFE の導入に向けた疑問点や、LIFE を活用した PDCAサイクルの推
 進についての疑問点等があった場合は、現状の理解についてヒアリング・訪問等により確認し
 てください。

✓ 介護施設・事業所向けに科学的介護の概要や、LIFE へ登録対象となっている主な項目に関す
 る評価方法等をまとめたマニュアルとして、「ケアの質の向上に向けた科学的介護情報システ
 ム（LIFE）利活用の手引き」6 が作成されています。LIFE のホームページから参照可能ですので、
 適宜ご確認ください。
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「ケアの質の向上に向けた科学的介護情報システム（LIFE）利活用の手引き」イメージ

支援体制の例

✓ 介護施設・事業所に対して LIFE の利活用に向けた支援を行うに当たり、担当課や職員配置等
 について、特に決まりはありませんが、支援体制の例として、介護保険を担当する部署の職員が、
 LIFE を活用している介護施設・事業所の実態の確認や助言を行っていくことが想定されます。
 その際、必要に応じて庁内外の専門職と連携することもご検討ください。

✓ LIFE へのデータ提出を行う情報には、ADL（Barthel Index、等）や低栄養状態のリ
 スクレベル等、専門的な知見を踏まえて測定される項目が含まれています。

✓ そのため、各項目の定義や測定方法に関する介護施設・事業所の職員の理解を適切に
 把握し、助言を行うためには、看護師・理学療法士等の資格を有する専門職が関与す
 ることが望ましいと考えられます。

出典）株式会社三菱総合研究所「令和３年度厚生労働省老人保健事業推進費等補助金（老人保健健康増進等事業分）
「ケアの質の向上に向けた科学的介護情報システム（LIFE）利活用の手引き」」

専門職の関与について
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介護施設・事業所への支援に当たっての基本姿勢

• 介護施設・事業所による LIFE の利活用は、令和３年度に開始し、マニュアルやフィードバック情
報が順次拡充されている段階であることから、現時点では、利用者の状態の評価やフィードバッ
クの活用等について、必ずしも十分な対応ができていない可能性があります。

• 介護サービスの質の向上に向けた取組を地域に根付かせ、データに基づく PDCA サイクルを推進
していくためには、介護施設・事業所の疑問や不安に感じている点を解消すること、また、効果
的な取組を行っている事業者を積極的に評価し、そうした取組を他の事業者へと広げていくこと
も重要です。

• そのためには、実務の現場を見ながら、事業者との対話を通して、「事業者がどのような LIFE を
活用した取組を行っているか」「課題が生じている場合、どこに本質的な原因があり、どのように
改善していくことが考えられるか」等について共通認識を持ったうえで、必要に応じて助言等の
支援を行っていく必要があります。

• 事業者と対話を行うことは、介護施設・事業所にとっての支援となるのみならず、自治体職員にとっ
ても 現場を知る貴重な機会です。お互いに相談がしやすくなる関係性を築き、得られた気付きを
それぞれの業務に反映していくことで、LIFE の利活用だけでなく、地域の介護サービス全般の質
の向上にもつながります。

• 行政と介護施設・事業所の間で相互の信頼関係を構築するため、「実務の現場を見させていただく」 
「相互に対話をする」という意識を持ちましょう。

2. 介護施設・事業所への支援に当たっての基本姿勢

18

第3章 介護施設・事業所の個別支援に
向けて

体制の準備：LIFE 活用に向けた体制等の準備段階の施設・事業所向け

• LIFE の利活用を通した PDCA サイクルを推進するためには、介護施設・事業所が一体となってケア
の質の向上に向けた取組を実施していくことが必要です。

• 実際の介護現場では、日々の業務の中で生じる様々な課題に対応することで精一杯であることも少
なくありません。しかし、介護施設・事業所の理念や方針が浸透することで、職員一人一人の自主
的な取組に繋がります。役職を超えて利用者に関わる職員全員が、利用者の中長期的なケアの質の
向上の必要性を考え共有することができる環境を醸成することが重要です。

1. LIFEの導入に係る支援の例

ケアの質の改善に向けた体制のイメージ

本章のポイント
• LIFE の利活用にあたっては、LIFEという情報システムの導入に向けた準備だけではなく、
介護施設・事業所の職員が一体となってケアの質の向上に向けた取組を実施していくた
めの体制作りを行い、データも活用しながら日々のケアの見直しへとつなげていくことが
重要です。

• 本章では、介護施設・事業所の個別支援に向けて、「LIFE の導入に係る支援」「LIFE を
活用した PDCAサイクル推進に係る支援」の観点から、支援に向けた考え方や例をご紹
介します。



18

第3章 介護施設・事業所の個別支援に
向けて

体制の準備：LIFE 活用に向けた体制等の準備段階の施設・事業所向け

• LIFE の利活用を通した PDCA サイクルを推進するためには、介護施設・事業所が一体となってケア
の質の向上に向けた取組を実施していくことが必要です。

• 実際の介護現場では、日々の業務の中で生じる様々な課題に対応することで精一杯であることも少
なくありません。しかし、介護施設・事業所の理念や方針が浸透することで、職員一人一人の自主
的な取組に繋がります。役職を超えて利用者に関わる職員全員が、利用者の中長期的なケアの質の
向上の必要性を考え共有することができる環境を醸成することが重要です。

1. LIFEの導入に係る支援の例

ケアの質の改善に向けた体制のイメージ

本章のポイント
• LIFE の利活用にあたっては、LIFEという情報システムの導入に向けた準備だけではなく、
介護施設・事業所の職員が一体となってケアの質の向上に向けた取組を実施していくた
めの体制作りを行い、データも活用しながら日々のケアの見直しへとつなげていくことが
重要です。

• 本章では、介護施設・事業所の個別支援に向けて、「LIFE の導入に係る支援」「LIFE を
活用した PDCAサイクル推進に係る支援」の観点から、支援に向けた考え方や例をご紹
介します。



19

厚生労働省「科学的介護」のホームページ

厚生労働省「LIFE」のホームページ

• LIFE についての情報を持ち合わせていない施設・事業所に対しては、情報収集ができるホームペー
ジを共有しましょう。

• LIEF に関する情報は、主に以下の２つのホームページに掲載され、随時更新されています。

出典）厚生労働省　「科学的介護情報システム（LIFE）について」ホームページ
（https://www.mhlw.go.jp/stf/shingi2/0000198094_00037.html）

（2022年 11月14日閲覧）

出典）厚生労働省「LIFE」ホームページ（https://life.mhlw.go.jp/login）（2023年 3月23日閲覧）
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※情報は随時更新されています。最新情報は各ホームページを参照してください。

• 上記のホームページでは、以下のような情報が提供されています。以下の表では、情報収集の目
的別に、該当する資料の名称、閲覧方法を記載しています。

目的

LIFEの概要が知りたい

厚生労働省の事務連絡が知りたい

LIFEへデータ提出を行う情報につい
て留意すべき事項が知りたい

LIFE利活用の概要が知りたい

データ提出を行う情報の範囲が知り
たい

データ提出を行う情報の評価方法が
知りたい

ADL（Barthel Index:BI）の測定方法
を動画で確認したい

LIFEのセットアップ方法が知りたい

LIFEの操作方法が知りたい

資料の名称

科学的介護情報システム（LIFE）について

各種事務連絡等

ＬＩＦＥの入力方法に関する
Ｑ＆Ａ

ケアの質の向上に向けた科学的介護情報
システム（LIFE）利活用の手引き

BIの測定についての動画

導入手順書

操作説明書（本編）

閲覧方法

厚生労働省
「科学的介護」のHP

厚生労働省
「科学的介護」のHP

LIFEのHP
＞操作マニュアル

LIFEのHP
＞操作マニュアル

厚生労働省
「科学的介護」のHP

LIFEのHP
＞操作マニュアル

LIFEのHP
＞操作マニュアル
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※情報は随時更新されています。最新情報は各ホームページを参照してください。
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① 介護施設・事業所の状況の把握を行う場合の観点

• LIFE の利活用は、一般的にこちらの PDCAサイクルのプロセスで行われることが想定されます。

• まず、LIFE活用に向けた体制等の準備を実施し、その後PDCAサイクルのC、現状の評価から始まり、
改善、計画、実行のサイクルを回す流れとなります。

• 介護施設・事業所が LIFE の利活用について疑問や困難を感じている場合は、それが各プロセスの
どこに当たるのかを把握し、取組のポイントを伝える、他施設・事業所の取組について情報共有を
行う等の支援を行いましょう。

2. LIFEを活用したPDCAサイクル推進に係る支援

LIFE利活用のプロセス
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• 介護施設・事業所の状況の把握を行う際の具体的な観点としては、下記に記載の例が考えられます。

• ヒアリングのポイントや、確認資料について、必要に応じてご参照ください。

ヒアリング項目の例

観点

様式例に基づく評価・
計画書の作成

ヒアリングのポイント

• 利用者毎に、算定している各加算について、厚生労働省より示
されている様式例に基づいて評価・計画書の作成が実施され
ているか

• 各様式の必須項目の評価・記録が実施されているか
• 必須項目について、やむを得ない場合は、評価・記録を実施で

きていなくても差し支えないが、評価・記録が困難であった理
由について、必要に応じて確認できるように、介護記録等に記
録されているか

• 職員が統一した基準で利用者の状態を評価できるように、教
育・研修等を実施しているか

• 上記研修は、どのような頻度で実施しているか。また、どのよう
な研修資料を用いているか

• どのような方法で記録を実施しているか（介護記録ソフトを使
用している、紙に手書きで記載している、LIFEへ直接入力して
いる、等）

• 記録を実施している職員の人数や職種、役割分担、記録に要す
る時間はどのような状況か

• 上記の実施にあたり、過度な負担は生じていないか
• 加算を算定している全ての利用者について、LIFEに様式情報

が登録されているか
• 様式情報は、各加算について、適切な頻度で登録されているか
• 様式情報は、各加算について、やむを得ない場合を除いて、必

要な項目が不足なく登録されているか
• システムトラブル等、やむを得ない場合にはデータ入力をしな

くて差し支えないが、入力が困難な状況は生じていないか

• 算定要件として定められている頻度で、評価・記録が実施され
ているか

• LIFEからフィードバック情報のファイルをダウンロードできて
いるか

　　　※データ登録のタイミング等によって、フィードバックの対象外である場合がある

• フィードバック情報等を踏まえて、利用者の状態や改善状況の
確認、ケアの内容の振り返りを行う機会を設定しているか

• 上記について、設定している場合、どのような職員が参加して
いるか。また、検討内容について、他の職員へどのように情報
共有を行っているか

• フィードバック情報以外に、どのような情報を確認しているか
• 利用者の目標やケアの見直しの状況・内容について、利用者や

家族への説明を行っているか

確認資料

保管されている計画
書等の記録を確認

計画書等の見直しへ
の活用状況

聞き取り・委員会/ケア
カンファレンス等の議
事録の閲覧により確認

ダウンロードされた
ファイルやLIFEの画
面を確認

保管されている計画書
等の記録やLIFEの画面
で確認

保管されている計画
書等の記録やLIFEの
画面で確認

聞き取りにより確認

聞き取りにより確認

LIFE のフィードバッ
ク情報の取得

評価の実施

評価基準の統一

計画書等（様式）
の LIFE へのデータ
提出方法
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② CHECK（評価）：利用者の状態やケアの実績の評価にお困りの施設・事業所向け

• 利用者の状態やケアの実績は、加算毎に評価を行う項目や頻度が定められており、適切に実施する
ことが必要となります。

• 具体的な項目や頻度については、下表の「参照資料」に記載の資料に記載されています。また、具
体的な評価の方法は、参考資料２の内容も参考にしてください。

③ ACTION（ケアの見直し）：フィードバック等を踏まえたケアの見直しにお困りの施設・事業所向け

• LIFE の活用等が要件に含まれる加算の算定に当たっては、LIFE へデータを提出するだけではなく、
提出したデータやフィードバック情報を、ケアの見直しに活用することが求められています。
フィードバック情報として、事業所単位 / 利用者等単位の情報が提供されることが予定されてい
ます。

• フィードバック情報の解釈にあたり、一般的なデータの見方として、「他施設・事業所との比較」
と「時系列推移の確認」があります。

• 「他施設・事業所との比較」については、全国平均値と自施設・事業所との比較により、傾向に差
異がある項目に着目して、その要因を考察することで改善が必要な事項に気づくきっかけになり
ます。

• なお、全国平均値との差異は、あくまでも自施設・事業所の特徴に気づくきっかけであり、全国
平均値と同程度であることが望ましい / 全国平均値へ近づけていく必要がある、ということでは
ない点に留意が必要です。また、各指標の数値には、各介護施設・事業所で実施された取組や利
用者毎の状況（例えば、入院があった、など）等の様々な要因が複合的に影響するため、指標値
がケアの良し悪しを直接反映するものではないことにも、注意が必要です。

観点

評価の実施

実践のポイント

• 算定要件として定められている頻度で、
評価・記録を行う

参照資料（例）

科学的介護情報システム（ＬＩＦＥ）関連加算に関
する基本的考え方並びに事務処理手順及び様
式例の提示について

LIFEの入力方法に関するQ＆A
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• 「時系列推移の確認」については、過去からのデータの推移を確認により、変化の傾向に着目して、
その要因を考察することで、改善が必要な事項に気づくきっかけとなります。

• 変化が生じていること、あるいは生じていないこと、それ自体は、ケアの良し悪しを表すものではあ
りません。利用者本人の意向や、実施してきた取組の内容と照らし合わせて、変化の傾向が合致し
ているかを 確認し、合致していない場合には、対応策を検討することが必要となります。 

• フィードバック情報だけではなく、それぞれの利用者のケアの目的や意向、実施している取組の内容
等、各介護施設・事業所で管理しているその他の情報も踏まえて解釈し、ケアの見直しへつなげて
いくことが重要です。

他施設・事業所との比較

時系列推移の確認
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④ PLAN（計画書等の作成）：利用者の状態の評価結果に基づく計画書等（様式）の作成にお困りの施設向け

• 前のセクションで紹介したような相対比較や時系列比較ができるためには、全国の各介護施設・事業
所において、統一された定義に基づいて 評価及び記録が実施されることが重要です。

• 介護施設・事業所では、利用者の評価に 携わる職員が同じ定義に基づいて利用者の状態の評価が
実施できるように、周知・浸透に向けた教育・研修等を実施することが望ましいと考えられます。 　
こちらの実践のポイントで示す各項目を実施できているかを確認しましょう。

⑤ DO（ケアの実施）：計画書等に基づいたケアの実施にお困りの施設・事業所向け

• ケアの実施は、PLAN で作成した計画書等に基づいてケアを実施し、利用者の状態に変化があっ
た場合等においては、必要に応じて適宜計画の見直しを行います。

• 大きな改善は、小さな改善の積み重ねにより生まれます。まずは取り組んでみて生じた変化を確
認することで、小さな取組が段々と大きな改善へつながっていくことを意識しましょう。

観点

様式例に基づく評
価・計画書の作成

評価基準の統一

実践のポイント

• 利用者毎に、算定している各加算に
ついて、厚生労働省より示されてい
る様式例に基づいて評価・計画書の
作成を行う

• やむを得ない場合を除き、必須とし
て定められている全ての項目につい
て、評価・記録を行う

• 評価方法について、職員に対する周
知・浸透のための取組を行う

参照資料（例）

介護報酬改定に関する通知等

科学的介護情報システム（ＬＩＦＥ）関連加
算に関する基本的考え方並びに事務処
理手順及び様式例の提示について

LIFEの入力方法に関するQ＆A

ケアの質の向上に向けた科学的介護情
報システム（LIFE）利活用の手引き
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科学的介護情報システム（LIFE）の
利用の流れ

参考資料

1

• LIFE の基本的な流れは以下の図に示す通りです。初回利用時のみ実施する項目として、「新規利用
登録」「厚生労働省から送付される FAX の受領」「初回ログイン、各種セットアップ」があります。
その後は、加算の算定要件に応じた頻度で「利用者情報・様式情報の登録」「フィードバックのダウ
ンロード」を実施します。

1.  LIFEの利用の流れ

LIFEの利用の流れ
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出典）厚生労働省　「科学的介護情報システム（LIFE）について」ホームページ
（https://www.mhlw.go.jp/stf/shingi2/0000198094_00037.html）（2022年 11月14日閲覧）、

厚生労働省「LIFE」ホームページ（https://life.mhlw.go.jp/login）（2023年 3月23日閲覧）

• 初回利用時のみ実施する項目、「新規利用登録」について、具体的にご紹介します。

• LIFE の利用には、介護施設・事業所が事業所番号単位で新規利用登録を行う必要があります。　　
厚生労働省の「科学的介護情報システム（LIFE）について」から、LIFE のホームページ
（https://life.mhlw.go.jp/login）へアクセスし、新規登録をクリックして利用申請を行うと、厚生
労働省から利用開始に必要な情報が記載されたFAXが送付されます。

• なお、新規利用登録は事業所番号単位で行います。同じ事業所番号で複数のサービスを提供してい
る場合、新規利用登録を１回行えば、全てのサービスについて LIFEを利用することができます。

2. 新規利用登録
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出典）厚生労働省「LIFE」ホームページ（https://life.mhlw.go.jp/login）（2023年 3月23日閲覧）

• 新規登録後、利用開始に必要な情報が記載されたFAXが届いたら、LIFE のホームページに掲載さ
れている「導入手順書」に従ってセットアップを行います。

• 「導入手順書」通りにセットアップを行えないと、介護サービス利用者の氏名等の個人情報が、LIFE
の画面に表示されなくなってしまう等の事象が生じますので、必ず「導入手順書」通りにセットアッ
プをする必要があります。

✓ LIFE の新規利用登録にあたっては、各介護施設・事業所が LIFE ホームページにおい
 て事業所番号を入力し、必要な情報の登録を行います。

✓ この時、事業所台帳情報を参照していますが、事業所台帳情報の LIFE への反映は、
 各都道府県による登録から３か月後になるため、新規指定事業所においては手続きを
 開始できない可能性があります。

✓ そのため、各都道府県において、管内の新規指定事業所等の事業所台帳情報の送付を
 お願いしておりますので、ご協力をお願いいたします。

各都道府県ご担当者様向けのご依頼
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LIFEへのデータの登録の流れ

データ登録方法

• LIFE のデータ登録は、介護サービス利用者の登録、様式情報の登録、フィードバックのダウンロー
ドという流れで実施します。

• データ登録方法は２つの方法がありますので、状況に応じて登録方法を選択します。

• １つ目の方法として、CSV ファイルの取り込みによる登録は、LIFE に対応した介護記録ソフトを利用
している場合に、介護記録ソフト等で記録している情報を CSV ファイル形式で出力し、LIFE への取
り込みを行います。このことにより、再度データを入力することなく、LIFE へのデータ提出を行うこ
とができます。なお、この方法を利用する場合、介護記録ソフトが LIFE のフォーマットでの CSV ファ
イル出力に対応している必要があります。

• ２つ目の方法として、LIFE の画面上の入力フォームから手入力により登録します。この方法は、介護
記録ソフトの使用状況に関わらず、全ての介護施設・事業所で利用することが可能です。

3. データ登録の流れ
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• それぞれのデータ登録方法について、LIFE 上での画面イメージは、以下の通りです。

• いずれの方法を用いた場合においても、「様式一覧」の画面で「確定」が表示されると、厚生労働
省へのデータ提出は完了です。

1. LIFEとデータ連携が可能な介護記録ソフトを導入している場合
 CSVファイルの取り込みによる登録は、介護記録ソフトで記録した情報をCSVファイルで出力し、 
 出力したファイルを LIFEで指定することにより、登録できます。

2. 介護記録ソフトを使用していない又は LIFE に対応していない介護記録ソフトを使用している
 事業者の場合
 LIFE の入力フォーム画面から各項目を入力することにより登録できます。
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出典）厚生労働省「LIFE」ホームページ（https://life.mhlw.go.jp/login）（2023年 3月25日閲覧）

出典）厚生労働省「地域医療介護総合確保基金を利用した ICT導入支援事業」
（https://www.mhlw.go.jp/content/12300000/000666691.pdf）

• なお、入力方法に関する疑問点を解消するため、厚生労働省より「LIFE の入力方法に関するQ&A」
が公開されています。LIFE のホームページの右上操作マニュアル等からリンクが参照できます。

✓ 地域医療介護総合確保基金を利用した ICT導入支援事業では、介護サービス事業所の
 業務効率化を通じて職員の負担軽減を図るため、LIFE による情報収集・フォードバッ
 クに協力することを補助要件の一つとして、介護ソフトや情報端末、通信環境機器等
 の補助を実施しています。

（参考）ICT導入支援事業
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出典）厚生労働省「LIFE 操作説明書第 9版」（令和 4年 6月17日更新）

• トップ画面から「フィードバックダウンロード」を選択し、ダウンロードするファイルを選択することで、
ダウンロードが可能です。

4. フィードバックのダウンロード
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LIFEへ提出する情報および
その評価方法について

参考資料

2

• LIFE の活用を通して、計画書の作成等が要件となっている加算において実施されている PDCA サ
イクルについて、データに基づいてさらに推進することが期待されており、計画書および LIFE へデー
タ提出を行う情報は、加算毎に定められています。

• 加算毎に対応する様式は、以下の通りです。様式ごとに、LIFE へのデータ登録が必須の様式と、任
意の様式があります。

1.  LIFE関連加算に対応する様式

出典）厚生労働省「「科学的介護情報システム（LIFE）」の活用等について」
（令和３年２月１９日付厚生労働省老人保健課事務連絡）を基に作成
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• 各様式について、評価・記録を行う具体的な項目や評価方法は、主に介護施設・事業所の職員にお
読みいただくことを想定して作成された「ケアの質の向上に向けた科学的介護情報システム（LIFE）
利活用の手引き」で示されています。本手引きは、厚生労働省の「科学的介護情報システムについ
て」からもアクセスできますので、ご参照ください。

• ここでは、評価・記録を行う項目の具体例として、科学的介護推進体制加算の施設サービス向けの
様式をご紹介します。

※赤枠内がLIFEへのデータ提出を必須とする項目
※（ア）～（ツ）は「各項目の評価方法」と対応する箇所を示す

（ア）

（エ）

（オ）

（カ）

（キ）

（ク）

（ケ）

（サ）

（シ）～（タ）

（コ）

（チ）

（ツ）

（イ）、（ウ）
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出典）株式会社三菱総合研究所「令和３年度厚生労働省老人保健事業推進費等補助金（老人保健健康増進等事業分）
「ケアの質の向上に向けた科学的介護情報システム（LIFE）利活用の手引き」」

※赤枠内がLIFEへのデータ提出を必須とする項目
※（テ）～（ナ）は「各項目の評価方法」と対応する箇所を示す

（テ）

（ト）

（ナ）
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• 科学的介護推進体制加算の様式にある項目は、以下となります。必ず提出が必須な項目と、任意で
提出する項目があり、施設サービス・通所・居住サービスにおいて、それぞれ必須・任意項目が定
められています。

◎：必須、○：一部必須、△：任意
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• LIFEに蓄積したデータを活用していく前提として、全国の介護施設・事業所が同じ基準に基づいて
利用者の状態の評価を行うことが重要です。

• そのため、LIFE へデータ提出を行う項目や評価方法等を開設する手引きとして、「ケアの質の向上
に向けた科学的介護情報システム（LIFE）利活用の手引き」が作成されています。

• 本セクションでは、科学的介護推進体制加算を例として、データ提出を行う項目の評価方法等をいく
つかご紹介しますが、他の項目の評価方法については、「ケアの質の向上に向けた科学的介護情報
システム（LIFE）利活用の手引き」をご参照ください。

2. 項目の評価方法

出典）厚生労働省　「科学的介護情報システム（LIFE）について」ホームページ
（https://www.mhlw.go.jp/stf/shingi2/0000198094_00037.html） （2022年 11月14日閲覧）、

株式会社三菱総合研究所「令和３年度厚生労働省老人保健事業推進費等補助金（老人保健健康増進等事業分）
「ケアの質の向上に向けた科学的介護情報システム（LIFE）利活用の手引き」」
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• ADLは日常生活活動を評価するための指標です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
総計は最高100点、最低０点であり、点数が高いほど動作の自立度が高いことを示し、食事や入
浴などの計10項目を評価します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
各項目の動作をできるかどうかについて、普段の状況を踏まえ、必要に応じ実際に利用者に動作
を行ってもらい評価します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
食事の場面や入浴の場面など、実際の場面で評価することが望ましいですが、聞き取りでも構い
ません。

• 厚生労働省の You Tube チャンネルで動画による評価マニュアルが公開されていますので、ご参
照ください。

評価項目の例：食事

出典）厚生労働省 YouTubeチャンネル（https://www.youtube.com/watch?v=d4Sb83VgxPA）

出典）株式会社三菱総合研究所「令和３年度厚生労働省老人保健事業推進費等補助金（老人保健健康増進等事業分）
「ケアの質の向上に向けた科学的介護情報システム（LIFE）利活用の手引き」」

厚生労働省のYou Tubeチャンネルで動画による
評価マニュアルが公開されています

① ADL（Barthel Index）
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• 身体機能に関する指標です。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
「～をすることができる」といった「能力」の評価ではなく「状態」、特に「移動」に関わる状態
像に着目して、日常生活の自立の程度を 4 段階にランク分けすることで評価するものです。

障害高齢者の日常生活自立度

認知症高齢者の日常生活自立度

※判定に当たっては、補装具や自助具等の器具を使用した状態であっても差し支えない
出典）厚生労働省「認定調査員テキスト2009改訂版（令和３年４月改訂）」

出典）厚生労働省「認定調査員テキスト2009改訂版（令和３年４月改訂）

② 障害高齢者の日常生活自立度

• 認知機能に関する指標です。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
評価方法は、以下の判断基準に基づき、９段階で評価します。

③ 認知症高齢者の日常生活自立度

40

• 認知症を有する方の行動・心理症状（BPSD）について評価するための指標です。　　　　　　
左の表の 13 個の評価項目をそれぞれ、右の評価方法で評価します。合計点数が低い場合は行動・ 
心理症状の発現が少なく、高い場合は行動・心理症状の発現が多い結果となります。

• 科学的介護推進体制加算の場合は、〇印のついている項目が必須の項目となっています。

認知症行動障害尺度（Dementia Behavior Disturbance Scale：DBD13）

出典）株式会社三菱総合研究所「令和３年度厚生労働省老人保健事業推進費等補助金（老人保健健康増進等事業分）
「ケアの質の向上に向けた科学的介護情報システム（LIFE）利活用の手引き」」

④ 認知症行動障害尺度（Dementia Behavior Disturbance Scale：DBD13）
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「ケアの質の向上に向けた科学的介護情報システム（LIFE）利活用の手引き」」

④ 認知症行動障害尺度（Dementia Behavior Disturbance Scale：DBD13）
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• 利用者の意欲に関する指標です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
以下の5つの評価項目を3段階で評価し、点数をつけ、総計が高いほど意欲が高いことを示します。

評価項目

出典）株式会社三菱総合研究所「令和３年度厚生労働省老人保健事業推進費等補助金（老人保健健康増進等事業分）
「ケアの質の向上に向けた科学的介護情報システム（LIFE）利活用の手引き」」

⑤ Vitality Index



• 低栄養のリスクに関する指標です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
以下の低栄養状態のリスクレベル評価基準を用いて評価を行います。　　　　　　　　　　　　
全ての項目が低リスクに該当する場合には「低リスク」と判断し、高リスクにひとつでも該当す
る項目があれば「高リスク」と判断、それ以外の場合は「中リスク」と判断します。

低栄養状態のリスクレベル評価基準

42

出典）厚生労働省「栄養スクリーニング・アセスメント・モニタリング （施設） （様式例）」
（https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-12300000-Roukenkyoku/0000199126.pdf）

⑥ 低栄養状態のリスクレベル
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• 以下の学会分類早見表に基づいて、嚥下調整食の食形態を評価します。 詳しくは、『嚥下調整食学
会分類 2021』 を参照してください。

学会分類2021（食事）早見表

出典）日摂食嚥下リハ会誌 25（2）：135‒149, 2021（https://www.jsdr.or.jp/wp-content/uploads/file/doc/classification2021-manual.pdf）
※『日摂食嚥下リハ会誌 25（2）：135‒149, 2021』 または 日本摂食嚥下リハ学会 HP ホームページ

（https://www.jsdr.or.jp/wp-content/uploads/file/doc/classification2021-manual.pdf）『嚥下調整食学会分類 2021』 を必ずご参照ください

 ⑦ 嚥下調整食の食形態
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